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NO．240

日本大会々場 〈国立京都国際会館〉

　千年の都を誇る京都、比叡山のふもとに白鳥浮ぶ宝池…その洛北

の景勝地に日本の伝統建築である合掌造りの様式を現代建築に生か

したみごとな建築美。この会館は国際会議場として東洋一を誇り、

国内における国際会議がほとんど行なわれている。

　WFB日本大会では閉会式・サヨナラレセプションが開かれ、閉
会式で大会宣言文等の報告もされる。

財団法人 全日本仏教会
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W
F
B
日
本
大
会
の
事
前
研
修

　
全
日
本
仏
教
会
（
懸
仏
）
と
国
際
仏
教
交
流
セ
ン
タ
ー
（
I
B
E
C
）
共
催
に
よ
る
「
第

十
一
回
日
本
仏
教
文
化
会
議
」
は
、
六
月
二
十
日
午
前
十
時
よ
り
、
東
京
・
芝
の
東
京
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
（
ソ
ー
ト
ー
ビ
ル
）
を
会
場
に
、
仏
教
学
者
な
ど
二
十
四
名
、
全
冊
・
I

B
E
C
よ
り
二
十
名
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
七
七
、
後
援
の
読
売
新
聞
社
な
ど
報
道
関
係
四
丁

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
、
特
に
今
秋
開
か
れ
る
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議
日
本
大
会
の

事
前
研
修
と
し
て
熱
心
に
討
議
さ
れ
た
。

基
調
講
演
に
玉
城
康
四
郎
氏

　
こ
の
日
本
仏
教
文
化
会
議
は
、
昭
和
三
十
七

年
の
「
仏
教
東
漸
七
十
年
記
念
」
に
設
立
さ
れ

た
も
の
で
、
特
に
昭
和
四
十
三
年
か
ら
の
「
ア

ジ
ア
開
発
と
仏
教
」
以
来
、
「
生
命
科
学
と
仏

教
」
、
「
人
類
の
未
来
と
仏
教
」
を
そ
れ
ぞ
れ
三

年
つ
つ
、
箱
根
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
開
催
さ

れ
、
昨
年
は
こ
れ
ら
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
、
ま

た
世
界
仏
教
徒
会
議
日
本
大
会
へ
の
提
言
と
い

う
こ
と
で
開
か
れ
だ
。

　
今
年
の
第
＋
一
回
は
、
十
月
開
催
の
世
界
仏

教
徒
会
議
日
本
大
会
の
事
前
研
修
と
い
う
こ
と

で
、
旦
A
大
会
の
会
議
委
員
会
も
加
っ
て
の
開

催
と
な
り
、
会
議
メ
ー
ン
テ
ー
マ
で
あ
る
「
仏

教
徒
の
思
考
す
る
未
来
社
会
像
」
を
と
り
あ
げ

　
　
開
か
れ
た
文
化
会
議

て
そ
の
基
調
講
演
を
も
と
に
、
あ
ら
ゆ
る
角
度

か
ら
建
設
的
な
意
見
が
出
さ
れ
、
暑
さ
を
忘
れ

る
熱
心
な
討
議
が
な
さ
れ
た
。

　
午
前
十
時
置
り
全
仏
・
中
村
文
化
部
長
の
司

会
で
開
会
式
が
行
な
わ
れ
、
骨
仏
・
竜
山
組
織

局
長
の
開
会
の
辞
に
つ
づ
い
て
、
桜
井
大
乗
全

仏
常
務
理
事
（
W
F
B
大
会
実
行
委
員
長
）
、
岡

野
正
貫
I
B
E
C
理
事
長
、
宮
本
正
尊
日
本
仏

教
文
化
会
議
々
長
、
金
岡
秀
友
W
F
B
会
議
委

員
長
の
弓
師
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
し
、
、
司
会
を
運

営
委
員
・
真
渓
義
貫
氏
（
東
洋
大
理
事
長
）
に

う
つ
し
て
会
議
に
入
っ
た
。

　
基
調
講
演
は
東
北
大
・
玉
城
康
四
郎
教
授
が

メ
ー
ン
テ
ー
マ
の
「
仏
教
徒
が
思
考
す
る
旧
来

社
会
像
」
に
つ
い
て
、
過
去
に
種
々
発
表
さ
れ

た
経
過
を
ふ
ま
え
て
、
①
絶
対
無
限
定
的
世
界

像
、
②
全
体
唯
一
的
世
界
像
、
③
流
転
相
関
的
ご

世
界
像
、
④
万
物
共
生
的
世
界
像
の
四
次
の
世

界
像
を
基
本
に
講
演
。

　
つ
づ
い
て
問
題
提
起
と
し
て
、
ま
ず
京
大
・

井
上
智
勇
名
誉
教
授
が
「
近
代
諸
思
潮
と
仏
教

的
思
考
」
に
つ
い
て
、
ル
ネ
サ
ン
ス
運
動
か
ら

今
日
に
至
る
思
潮
の
流
れ
の
中
で
、
人
類
の
現

代
的
危
機
を
克
服
す
る
課
題
に
、
仏
教
徒
は
ど

う
応
え
る
の
か
と
提
言
。

玉城康四郎先生井上智勇先生藤吉慈海先生

一2一

義雄先生西

　
つ
ぎ
に
花
園
大
・
藤
吉
慈
海
教
授
が
「
ア
ジ

ア
の
現
状
と
仏
教
徒
の
使
命
」
に
つ
い
て
、
こ

の
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
仏
教
徒
は
ど
の

よ
う
に
対
翻
し
て
ゆ
《
の
か
。
宗
教
と
国
家
の

問
題
、
国
家
と
仏
教
と
の
か
か
わ
り
合
い
な
ど

反
省
点
が
多
く
、
人
類
国
家
・
地
球
共
同
体
と

い
う
も
の
に
仏
教
は
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
示
唆
さ
れ
た
。
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問
題
提
起
の
三
番
目
は
、
東
洋
大
・
西
義
雄

名
誉
教
授
が
コ
一
十
一
世
紀
の
僧
伽
形
成
」
と

題
し
て
、
出
家
と
在
家
と
共
に
同
心
同
行
し
て

和
合
衆
た
る
僧
伽
を
形
成
し
、
世
界
を
一
大
僧

伽
た
ら
し
め
る
こ
と
こ
そ
、
全
仏
教
徒
の
即
今

以
後
の
唯
一
の
使
命
で
あ
る
と
提
起
さ
れ
た
。

　
昼
食
を
は
さ
ん
で
午
後
一
時
か
ら
は
、
出
席

さ
れ
た
諸
先
生
方
よ
り
、
こ
れ
ら
の
闇
題
に
つ

い
て
、
「
人
類
危
機
に
対
す
る
仏
教
的
立
場
」

「
技
術
文
明
と
の
対
応
」
、
「
教
育
の
問
題
」
な

ど
の
討
議
が
終
始
熱
心
に
行
な
わ
れ
た
。

　
こ
の
あ
と
「
ビ
ル
マ
の
僧
院
生
活
」
と
い
う

ビ
ル
マ
仏
教
の
一
コ
マ
を
見
る
珍
ら
し
い
記
録

映
画
が
あ
り
、
閉
会
式
に
移
っ
た
。

　
ま
ず
宮
本
議
長
よ
り
「
有
意
義
な
講
演
で
あ

り
、
活
発
な
意
見
交
換
が
で
き
た
。
と
く
に
色

々
な
共
同
体
の
す
が
た
や
、
全
人
格
的
立
場
、

深
い
仏
教
的
立
場
、
あ
る
い
は
文
明
論
、
ア
ジ

ア
の
現
状
な
ど
た
い
へ
ん
よ
か
っ
た
」
と
総
括

さ
れ
、
I
B
E
C
・
岡
野
鄭
子
理
事
、
全
仏
・

安
藤
次
長
の
挨
拶
を
も
っ
て
終
了
し
た
。

ひ
き
つ
づ
い
て
懇
親
会
に
う
つ
り
、
I
B
E

C
・
四
宮
理
事
の
乾
盃
で
宴
に
は
い
っ
た
。

　
　
【
出
席
者
丁
順
不
同
敬
称
略
】

　
京
大
名
誉
教
授
・
井
上
智
勇
、
竜
谷
大
学
教

授
・
山
崎
昭
見
、
大
正
大
学
教
授
・
竹
中
信
常
、

福
井
県
立
短
大
教
授
・
橋
本
芳
契
、
東
北
大
学

教
授
・
玉
城
康
四
郎
、
武
蔵
野
女
子
大
学
長
・

雲
藤
義
道
、
武
蔵
野
女
子
大
教
授
・
花
山
勝
友

高
野
山
大
学
教
授
・
松
長
有
慶
、
筑
波
大
学
教

授
・
三
枝
充
悪
、
愛
知
学
院
大
教
授
・
前
田
恵

学
、
関
東
学
院
大
教
授
・
原
覚
天
、
朝
日
新
聞

社
友
・
斉
藤
吉
史
、
仏
教
伝
道
協
会
顧
問
・
井

上
真
六
、
上
野
学
園
大
教
授
・
松
涛
弘
道
、
全

仏
文
化
専
門
委
員
・
若
林
隆
光
、
同
・
・
中
村
専

正
、
文
化
会
議
々
長
・
宮
本
正
尊
、
同
副
議
長

・
西
義
雄
、
運
営
委
員
・
金
岡
秀
友
、
同
・
藤

吉
慈
海
、
同
・
真
渓
義
貫
、
同
・
摩
尼
清
之
、

四
仏
常
務
理
事
・
桜
井
大
乗
、
I
B
E
C
理
事

長
・
岡
野
正
貫
、
同
理
事
・
岡
野
鄭
子
。
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
・
河
谷
エ
リ
ッ
ク
、
村
野
宣
忠
、
林

水
月
、
奈
良
政
子
、
北
条
賢
三
、
望
月
良
晃
、

美
濃
部
薫
一
、
西
郊
良
光
。

一
同
そ
ろ
っ
て
記
念
写
真

姦
常
務
理
事
会
、
理
事
会
報
告

各
議
案
に
つ
い
て
審
議
承
認

　
全
日
本
仏
教
会
の
常
務
理
事
会
な
ら
び
に
理

事
会
は
五
月
二
十
九
日
午
前
十
一
以
下
り
東
京

本
願
寺
で
開
催
さ
れ
、
次
の
議
案
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
た
。

　
（
常
務
理
事
会
）

　
常
務
理
事
会
は
御
遠
忌
記
念
館
で
開
か
れ
、

議
長
に
貝
山
宣
泰
師
、
議
事
録
署
名
委
員
に
宮

部
幸
麿
、
中
山
理
々
の
鷹
師
を
選
出
し
て
議
事

に
入
っ
た
。

　
一
号
議
案
「
人
事
に
つ
い
て
」

　
各
宗
内
人
事
に
よ
る
全
仏
理
事
の
移
動
を
承

認
。　
二
号
議
案
「
加
盟
申
請
に
つ
い
て
」

か
ね
て
よ
り
加
盟
申
請
の
出
さ
れ
て
い
た
世

界
乎
和
同
願
会
の
加
盟
を
承
認
。

　
出
席
者
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

　
別
所
弘
因
、
山
本
杉
、
豊
原
大
潤
・
代
、
芝

原
郷
音
、
宮
部
幸
麿
、
貝
山
虐
暴
、
野
村
宗
春
、

松
村
寿
顕
・
代
、
中
山
理
々
、
町
田
宗
天
・
代

　
（
理
事
会
）

　
理
事
会
は
大
谷
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
議
長
に

貝
山
宣
泰
師
、
議
事
録
署
名
委
員
に
芝
原
郷
音

師
と
塩
入
亮
達
師
を
選
出
し
議
事
に
入
っ
た
。

　
一
号
議
案
「
人
事
異
動
に
つ
い
て
」

　
全
仏
関
係
、
W
F
B
関
係
の
人
事
異
動
を
報

告
承
認
。

　
二
号
議
案
「
昭
和
五
十
二
年
度
事
業
報
告
」

　
三
号
議
案
「
　
　
〃
　
　
歳
入
歳
出
決
算
」

　
事
業
報
告
、
決
算
を
承
認
。

　
四
号
議
案
「
加
盟
遺
産
に
つ
い
て
」

　
世
界
平
和
同
願
会
の
加
盟
を
報
告
承
認
。

報
告
事
項
「
W
F
B
旦
A
大
会
に
つ
い
て
」

　
W
F
B
日
本
大
会
事
務
局
の
経
過
を
報
告
。

　
出
席
者
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

　
長
谷
川
霊
信
、
宮
部
幸
麿
、
芝
原
郷
音
、
沼

田
恵
範
・
代
、
山
本
杉
、
藤
沢
実
晟
、
貝
山
宣

泰
、
吉
田
文
発
、
植
松
威
、
塩
入
亮
達
、
町
田

宗
天
・
代
、
四
宮
正
音

世
界
平
和
同
願
会
が

雌
滝
加
盟
団
体
に

　
加
盟
申
請
の
出
さ
れ
て
い
た
世
界
平
和
同
願

会
は
、
常
務
理
事
会
で
加
盟
が
承
認
さ
れ
、
正

式
に
全
日
本
仏
教
会
の
加
盟
団
体
と
な
っ
た
。

同
会
の
概
要
は
左
記
の
通
り
。

　
《
世
界
平
和
道
導
会
》

本
部
事
務
所
・
諏
訪
市
霧
ケ
峰
角
間
沢
東
一
三

　
三
八
の
二
七

連
絡
事
務
所
諏
訪
市
諏
訪
二
の
十
一
の
三
九

理
事
長
山
崎
良
順

　
世
界
平
和
同
量
会
は
、
聖
徳
太
子
を
は
じ
め

東
西
の
諸
聖
賢
の
精
神
を
研
究
し
、
歴
史
教
育

を
通
し
て
人
類
の
進
歩
と
調
和
を
図
り
、
世
界

平
和
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
．
特
に
平

和
観
音
像
を
ベ
ト
ナ
ム
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ

イ
、
ビ
ル
マ
、
韓
国
な
ど
に
奉
杞
安
置
し
世
界

平
和
を
祈
願
し
て
い
る
。
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スリランカ大統領

からメッセージ

大
会
の
成
功
祈
る

　
第
十
二
回
世
界
仏
教

徒
会
議
旦
A
大
会
の
期

間
中
に
来
日
が
予
定
さ

れ
た
ス
リ
ラ
ン
カ
国
の

J
・
R
・
ジ
ャ
ワ
ル
デ

ナ
大
統
領
は
、
こ
の
た

び
国
内
事
情
に
よ
り
正

式
に
来
日
で
き
な
い
む

ね
連
絡
が
あ
り
、
大
統

領
よ
り
大
会
に
む
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
大
会
事

務
局
に
寄
せ
ら
れ
て
き
た
。

　
　
　
●
。
。
●
．
・
●
●
o
・
■
●
●
●
●
●
・
●
●
・
●
●
℃
・
●
o
●
●
●
●
・
●
・
●
●
・

　
　
　
　
　
ス
リ
ラ
ン
カ
大
統
領

　
　
　
　
　
　
J
・
R
・
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
デ
ナ

　
全
日
本
仏
教
会
よ
り
、
来
る
十
月
一
日
よ
り

六
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
る
第
十
二
回
世
界
仏

教
徒
会
議
日
本
大
会
に
特
別
来
賓
と
し
て
お
招

き
頂
き
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。

　
ス
リ
ラ
ン
カ
と
旦
A
の
間
の
種
々
の
分
野
に

お
け
る
協
力
関
係
は
日
々
に
増
大
b
つ
つ
あ
り

ま
す
コ
私
は
仏
教
を
通
じ
て
緊
密
な
る
交
流
が

保
た
れ
て
い
る
こ
と
を
特
に
・
2
㊨
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
苦
悩
、
飢
え
、
欠
乏
と
恐
れ
に
満
ち

て
い
る
今
日
の
世
界
に
こ
そ
、
偉
大
な
る
釈
迦

牟
尼
世
尊
の
教
え
を
常
に
心
に
留
め
て
行
か
ね

ば
な
ら
ぬ
必
要
は
、
計
り
難
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。　
こ
こ
で
世
界
情
勢
に
つ
い
て
一
言
申
し
述
べ

る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
援
助
を
必
要
と
し
て
い

る
人
々
を
犠
牲
に
、
世
界
乎
和
を
脅
か
す
精
巧

で
危
険
な
武
器
の
拡
散
に
つ
い
て
だ
と
思
い
ま

す
。

弔
　
　
”

私
は
若
い
こ
ろ
よ
り
世
尊
の
教
え
に
導
び
か

れ
て
き
ま
し
た
。
私
は
武
器
の
生
産
と
拡
散
を

制
限
し
、
究
極
的
に
は
全
面
的
軍
縮
を
達
成
し

武
装
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
資
金
を
人
類
の
よ

り
貧
し
い
地
域
の
発
展
の
た
め
に
用
い
る
た
め

の
最
高
機
関
の
国
連
に
よ
る
設
立
の
必
要
を
、

国
連
軍
縮
特
別
総
会
に
提
案
し
ま
し
た
。
そ
の

所
以
は
仏
陀
の
教
説
と
、
そ
の
有
効
性
へ
の
深

い
信
仰
に
あ
り
ま
し
た
。

　
ス
リ
ラ
ン
カ
を
ど
う
し
て
も
離
れ
ら
れ
ぬ
国

務
の
た
め
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議
へ
出
席

で
き
ぬ
こ
と
を
お
許
し
下
さ
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
私
は
大
会
の
目
指
す
も
の
と
常
に
一
体
で

あ
る
こ
と
を
申
し
述
べ
さ
せ
て
頂
き
た
く
存
じ

ま
す
。

　
大
会
の
成
功
を
心
よ
り
希
望
し
ま
す
。

記
念
事
業
委
員
会

1
記
念
事
業
全
般
を
検
討
一

……
c…c…c…
c
W
F
B
日
本
大
会
へ
寄
金
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
【
神
奈
川
県
仏
教
会
扱
】

五
千
円
　
　
磯
子
仏
教
会

　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃〃〃〃〃〃〃

〃〃〃〃〃〃〃

大
聖
院

真
照
寺

金
蔵
帯

金
剛
院

密
蔵
院

宝
積
寺

遍
照
寺

阿
弥
陀
寺

護
念
寺

〃〃〃〃〃〃躍〃〃〃

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

願
行
寺

金
台
寺

宝
勝
寺

篁
修
寺

林
香
寺

東
漸
寺

竜
珠
寺

随
縁
寺

妙
法
寺

立
正
長
光
教
会

　
記
念
事
業
委
員
会
（
花
山
委
員
長
）
は
第
五

回
目
の
委
員
会
を
六
月
十
四
日
午
後
五
時
よ
り

増
上
寺
会
陰
小
ホ
ー
ル
で
開
催
、
花
山
委
員
長

挨
拶
の
あ
と
、
山
田
部
長
よ
り
参
加
者
数
、
式

典
次
第
な
ど
を
報
告
に
つ
づ
い
て
議
事
に
入
っ

窺　
一
、
記
念
出
版
に
つ
い
て
は
経
過
報
告
の
あ

と
、
発
行
部
数
、
印
刷
会
社
な
ど
を
検
討
っ

　
一
、
墨
跡
展
に
つ
い
て
は
会
場
で
難
行
し
て

お
り
検
討
を
加
え
る
。

　
一
、
記
念
講
演
会
に
つ
い
て
は
、
読
売
ホ
ー

ル
に
て
十
月
三
日
に
開
催
。
講
師
は
数
人
に
交

渉
中
で
あ
る
。

　
一
、
仏
教
英
語
研
究
会
は
英
語
力
を
つ
け
る

た
め
日
程
を
変
更
し
て
強
化
す
る
。
夏
期
合
宿

は
九
月
一
日
丁
五
日
ま
で
、
小
田
原
・
大
雄
山

に
て
開
催
し
、
合
宿
不
参
加
の
も
の
は
大
会
で

は
不
採
用
と
す
る
。

　
一
、
そ
の
他
に
、
全
日
仏
婦
の
記
念
行
事
な

ど
を
検
討
し
た
。

正
副
委
員
長
会
議

1
実
行
委
員
の
役
割
等
検
討
1

　
毎
月
定
例
の
正
副
委
員
長
会
議
は
、
六
月
十

二
日
午
後
二
時
よ
り
二
仏
会
議
室
で
開
か
れ
、

若
林
隆
光
実
行
副
委
貝
長
を
議
長
に
選
出
し
て

議
事
に
入
っ
た
。

　
一
、
経
過
報
告
と
し
て
、
参
加
代
表
団
の
数

や
記
者
会
見
に
つ
い
て
報
告
。

　
一
、
実
行
委
員
の
移
動
と
し
て
、
経
理
委
員

長
の
大
島
見
道
師
退
任
に
と
も
な
い
、
後
任
は

同
委
員
会
に
て
選
出
す
る
。

　
一
、
副
実
行
委
員
長
の
担
当
に
つ
い
て
一
部

変
更
し
た
。

　
一
、
全
日
仏
婦
大
会
記
念
行
事
の
計
画
案
を

報
告
検
討
し
た
。

　
一
、
実
行
委
員
の
三
会
々
期
中
の
立
場
に
つ

い
て
種
々
協
議
τ
意
見
が
出
さ
れ
、
事
務
局
に

て
原
案
を
つ
く
り
、
次
回
再
度
協
議
す
る
。

　
一
、
各
委
員
会
の
報
告
が
さ
れ
、
総
務
で
は

実
行
委
員
名
簿
の
改
定
、
当
日
の
役
割
等
を
検

討
中
。
会
議
は
事
前
研
修
（
文
化
会
議
）
と
会

議
内
容
を
説
明
。
広
報
は
ポ
ス
タ
ー
配
布
を
報

告
。
記
念
事
業
は
記
念
出
版
に
つ
い
て
説
明
。

式
典
は
閉
会
式
次
第
、
勧
募
は
勧
募
状
況
、
渉

外
よ
り
申
し
込
み
状
況
、
接
待
よ
り
記
念
品
の

件
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

一4一
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孝
道
教
団
　
大
統
理
岡
野
正
道
　
統
　
理
岡
野
正
貫
　
横
浜
市
神
奈
川
区
鳥
越
三
八
　
〒
別
　
〇
四
五
（
四
三
二
）
一
二
〇
一

；
．
＝

一
法
真
教
教
団
総
本
山
金
剛
寺
　
灯
　
主
小
倉
霊
現
大
阪
市
鶴
見
区
緑
三
－
四
一
二
二
　
〒
鵬
　
〇
六
（
九
一
一
）
二
一
〇
一

一5一
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高
野
山
真
言
宗
●
　
　
　
　
総
本
山
金
剛
峯
寺
　
●
　
　
　
　
弘
法
大
師
御
入
定
千
百
五
十
年
　
　
　
　
御
遠
忌
大
法
会
事
務
局
　
　
　
　
座
主
・
管
長
・
総
裁
高
峰
秀
海
　
　
　
　
宗
務
総
長
・
総
監
阿
部
野
竜
正
呂
　
　
　
総
務
部
長
・
副
総
監
麻
生
恵
光
国
■
　
　
　
　
財
務
部
長
・
常
務
理
事
稲
葉
　
義
猛

真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁
総
本
山
智
積
院
法
務
所
弓
張
芙
蓉
良
順
蒜
瑠
嚴
別
所
弘
前
　
総
務
部
長
小
沢
照
棺
　
教
学
部
長
高
野
　
一
能
　
教
化
部
長
岡
本
実
良
　
法
務
部
長
斎
　
　
隆
套
　
財
務
部
長
大
津
幽
遠
　
脇
腋
輌
報
渡
辺
直
行
　
京
都
市
東
山
区
七
条
東
瓦
町
九
六
四
　
〒
伽
〇
七
五
（
五
四
一
）
五
三
六
一

浄
土
宗
西
山
深
草
派
総
本
山
誓
願
寺
　
管
　
長
伴
　
　
義
台
　
宗
務
長
　
山
本
勝
隆
　
総
務
部
長
祖
父
江
慶
徳
　
教
学
部
長
鵜
飼
師
範
　
京
都
市
申
京
区
新
京
極
六
角
下
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
之
町
四
五
三
　
〒
韻
〇
七
五
（
二
二
一
）
〇
九
五
八

　
　
　
　
山
林
部
長
．
常
務
理
事
伊
勢
木
俊
範
州
…
吊
　
　
　
　
教
学
部
長
・
常
務
理
事
島
田
信
了
≡
　
　
　
　
法
会
部
長
・
常
務
理
事
辻
　
　
徹
秀
噛
　
　
　
　
企
画
室
長
．
常
務
理
事
北
川
智
城
■
屋
　
　
　
　
　
　
　
　
常
務
理
事
井
上
寿
戒
＝
「
『
＝
　
　
　
　
　
　
和
歌
山
県
伊
都
郡
高
野
町
高
野
山
　
　
　
　
　
　
〒
硲
覗
〇
七
三
六
五
（
六
）
二
〇
＝

真
言
宗
御
室
派
宗
務
所
総
本
山
仁
和
寺
潴
服
立
部
瑞
祐
鯨
噸
嚴
本
山
完
海
　
京
都
市
右
京
区
御
室
大
内
三
十
三
　
〒
硲
〇
七
五
（
四
六
一
）
一
一
五
五

一6一
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・
　
青
森
県
仏
教
会
●
　
　
会
　
長
大
山
仙
遊
　
　
副
会
長
上
　
田
　
頼
　
石
　
　
　
　
　
柿
崎
正
　
元
　
　
　
　
　
村
　
田
　
孝
憲
■
当
国
■
　
　
　
　
　
　
　
三
　
国
修
　
全
　
　
　
　
　
大
屋
　
瑞
彦

財
団
法
人
埼
玉
県
佛
教
会
会
　
長
岩
崎
三
栄
副
会
長
山
本
道
隆
”
　
　
江
連
俊
則
専
務
理
事
　
河
　
野
　
亮
　
永
浦
和
市
高
砂
四
－
十
三
一
十
八
　
　
　
　
　
埼
仏
会
館
〒
鋤
　
〇
四
八
八
（
六
一
）
二
＝
二
八

静
岡
県
仏
教
二
会
　
長
伊
藤
禅
覚
事
務
局
長
　
岩
　
田
　
利
　
文
　
外
役
貝
一
同
浜
松
市
下
池
川
町
二
七
の
一
天
林
寺
内
〒
卿
　
〇
五
三
四
（
七
一
）
六
二
二
六

輯
　
　
　
　
飯
田
吉
盛
＝
■
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
　
間
　
文
　
雄
匿
　
　
　
事
務
局
長
石
　
岡
智
道
■
■
　
罰
＝
　
早
舞
謬
奢
嘲
）
賑
璃

轟
蒲
仏
教
会
会
　
長
伴
　
　
　
義
台
副
会
長
　
横
　
井
　
鶴
　
洲
　
〃
　
葉
上
　
照
　
澄
理
事
長
小
林
遺
戒
事
務
局
三
宮
　
城
　
泰
　
年
　
　
　
　
　
軍
京
都
市
中
京
区
東
洞
院
通
三
条
下
ル
　
　
　
　
　
住
心
院
内
〒
眼
　
〇
七
五
（
二
＝
）
八
五
九
八

社
団
法
人
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
会
　
長
大
谷
智
子
副
会
長
　
一
条
智
光
理
事
長
山
本
　
　
杉
事
務
局
長
船
口
暉
子
事
務
局
東
京
都
世
田
谷
区
桜
上
水
四
一
九
一
七
〒
鄭
〇
三
（
三
〇
二
）
一
五
九
八
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財
団
法
人
●
　
　
　
　
　
仏
教
伝
道
協
会
　
●
　
　
　
　
　
会
　
長
沼
田
恵
範
　
　
　
　
　
理
事
長
宮
本
正
尊
　
　
　
　
　
理
　
事
中
村
　
　
元
　
　
　
　
　
〃
　
　
雲
藤
義
道
開
　
”
　
松
原
泰
道
　
　
　
　
　
“
　
　
芝
原
郷
音

財
団
法
人
国
際
仏
教
興
隆
協
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ξ
　
名
誉
総
裁
大
谷
光
真
　
理
事
長
巌
谷
勝
雄
　
　
　
　
　
役
員
　
一
同
　
東
京
都
目
黒
区
申
高
曇
ム
⊥
西
－
五
三
　
祐
天
寺
内
　
〒
鵬
〇
三
（
七
＝
）
七
六
〇
八

近
代
仏
教
研
究
会
　
理
事
長
壬
生
照
順
　
事
務
局
長
小
室
裕
充
　
東
京
都
台
東
区
元
浅
草
一
一
＋
七
⊥
一
　
華
蔵
院
内
　
〒
m
O
三
（
八
四
四
）
三
六
四
八

財
団
法
人
　
　
仏
教
振
興
財
団
　
理
事
長
竹
村
吉
右
衛
門
　
事
務
局
長
　
長
瀬
貫
公
　
主
　
事
本
間
皓
司
「
心
の
糧
」
（
月
刊
）
　
編
集
担
当
植
松
　
　
威
　
東
京
都
台
東
区
浅
草
二
⊥
一
T
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
草
寺
内
　
〒
m
O
三
（
八
四
二
）
〇
一
八
一
　
　
「
心
の
糧
」
編
集
室
一
台
東
区
号
音
　
草
四
－
六
－
六
善
慶
寺
内
　
〇
三
（
八
四
一
）
七
〇
三
七

真
言
宗
中
山
寺
二
大
本
山
中
　
山
寺
宝
塚
市
中
山
寺
二
の
十
一
の
一
〒
鰯
〇
七
九
七
（
入
六
）
六
五
一
七

社
団
法
人
日
本
仏
教
保
育
協
会
　
名
誉
会
長
　
大
　
谷
　
光
　
照
　
理
事
長
　
古
　
屋
道
雄
東
京
都
港
区
芝
園
四
の
七
の
三
五
〒
鵬
　
〇
三
（
四
三
一
）
七
四
七
五

財
団
法
人
日
本
仏
教
鎭
二
会
　
理
事
長
　
中
山
　
理
　
々
　
東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
二
一
五
i
六
亀
田
ビ
ル
内
　
〒
m
　
O
三
（
二
五
六
）
四
九
＝
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闘
園
履
越
晦
フ
ロ
ッ
ク
会
議
…

各
県
仏
の
活
動
を
報
告

　
六
月
八
日
午
後
四
時
よ
り
ヤ
安
房
小
湊
「
ニ

ュ
ー
ナ
カ
ヤ
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
、
関
東
甲
信

越
静
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
千
葉
県
仏
教
会
担
当
で

開
催
さ
れ
た
。

　
会
議
は
神
奈
川
県
仏
・
貝
山
会
長
の
三
帰
依

文
唱
和
、
千
葉
県
仏
・
熊
野
理
事
長
と
全
仏
・

安
藤
次
長
挨
拶
の
あ
と
、
議
長
に
東
京
都
仏
・

桜
井
理
事
長
を
選
出
し
て
議
事
に
入
っ
た
。

　
　
一
、
各
県
仏
事
業
報
告

　
（
神
奈
川
県
仏
）
寺
院
相
互
援
助
組
合
の
活

動
状
況
と
、
県
仏
の
社
団
法
人
化
を
考
慮
中
で

あ
る
。

　
（
東
京
都
仏
）
規
則
を
改
正
し
会
長
制
を
実

施
。
そ
の
他
W
F
B
大
会
勧
募
に
努
力
中
で
、

…

㎜
　
視
聴
覚
時
代

…………輔㎜…脚…
姻…

‘

ほ
ぼ
目
標
を
達
成
し
た
。

　
（
埼
玉
県
仏
）
県
仏
大
会
を
毎
年
県
内
各
地

で
順
次
開
催
し
、
本
年
は
第
一
回
大
会
を
W
F

B
地
方
大
会
と
合
せ
て
、
海
外
代
表
を
迎
え
て

川
越
・
喜
多
院
に
て
開
催
す
る
。
そ
の
他
に
仏

誕
の
育
成
、
仏
婦
の
結
成
、
檀
信
徒
の
組
織
化

な
ど
を
推
進
し
て
い
る
。

　
（
茨
城
県
仏
）
第
二
士
ハ
回
全
日
本
仏
教
徒

会
議
茨
城
大
会
の
概
要
と
準
備
状
況
の
報
告
。

　
（
長
野
県
仏
）
本
年
の
県
仏
大
会
を
長
野
市

で
開
催
す
る
。
寺
院
共
済
組
合
の
基
金
が
一
千

万
円
達
成
さ
れ
た
。

　
（
千
葉
県
仏
）
会
員
中
法
職
五
十
年
の
表
彰

を
予
定
し
、
機
関
紙
発
行
を
企
画
中
。

　
　
一
、
W
F
B
旦
A
大
会
に
つ
い
て

．
安
藤
W
F
B
事
務
局
財
務
局
長
よ
り
勧
募
状

況
の
説
明
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
〈
出
席
者
V
－
1
順
不
敬
略
i

（
神
奈
川
県
仏
）
貝
山
崖
暴
、
小
沢
省
元
、
志

村
三
音
（
東
京
都
仏
）
桜
井
大
乗
、
山
田
一
真

（
埼
玉
県
仏
）
河
野
亮
永

（
茨
城
県
仏
）
猪
瀬
宝
山
、
大
越
孝
一
、
粕
谷

利
通（
長
野
県
仏
）
丸
山
宗
隆
、
半
田
孝
淳

（
千
葉
県
仏
）
熊
野
竜
夫
、
土
持
良
栄
、
村
松

正
隆
、
金
子
源
司
、
須
藤
永
楽
、
山
崎
照
義
、

鈴
木
照
彦
、
湯
浅
高
槻
、
石
原
慈
章
、
堀
幸
男
、

大
谷
定
信
、
正
木
真
澄
、
狩
野
映
静

組
織
専
門
委
員
会
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今
日
の
社
会
は
視
聴
覚

の
時
代
と
も
い
わ
れ
る
。

子
供
も
老
人
も
テ
レ
ビ
の

前
に
か
じ
り
つ
き
、
と
き

に
は
チ
ャ
ン
ネ
ル
戦
争
も

お
こ
っ
て
い
る
。

　
一
方
で
は
、
カ
メ
ラ
、

八
ミ
リ
な
ど
見
る
方
か
ら

自
分
で
撮
る
方
向
に
む
か

い
、
自
称
監
督
が
た
く
さ

ん
い
る
。

　
寺
院
住
職
の
中
に
も
カ
メ
ラ
が
趣
味
と
い

う
方
が
多
く
、
風
景
、
人
物
と
幅
広
く
撮
っ

て
い
る
が
、
そ
の
中
で
浄
土
宗
・
勝
円
寺
住

職
の
青
木
正
道
師
（
京
都
）
は
、
鎖
国
政
策

の
ビ
ル
マ
に
入
国
し
、
厳
し
い
戒
律
を
守
り

続
け
る
ビ
ル
マ
仏
教
の
人
々
の
暮
し
と
、
僧

院
生
活
を
十
六
ミ
リ
映
画
に
記
録
し
た
。

　
こ
の
映
画
は
「
ビ
ル
マ
の
仏
教
と
信
仰
」

と
題
し
た
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
で
上
映
時
間
は

三
十
分
。
特
に
戒
律
の
厳
し
い
僧
院
で
の
修

行
の
日
々
が
と
ら
え
ら
れ
て
お
り
、
と
き
に

托
鉢
し
て
歩
く
僧
の
ま
わ
り
を
ア
ヒ
ル
が
ユ

ー
モ
ラ
ス
に
歩
く
な
ど
の
風
景
も
お
り
ま
ぜ

ら
れ
て
い
る
。
青
木
師
は
「
と
に
か
く
な
ま

の
姿
を
し
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
て
お
ら
れ

る
が
、
戒
壇
堂
の
得
度
式
な
ど
貴
重
な
フ
ィ

ル
ム
で
あ
る
。

　
全
日
本
仏
教
会
文
化
部
で
は
、
こ
の
フ
ィ

ル
ム
の
プ
リ
ン
ト
を
ゆ
ず
り
う
け
、
広
く
仏

教
徒
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ

て
い
る
。
希
望
の
方
は
文
化
部
へ
慰
し
込
ん

で
下
さ
い
。
来
年
度
は
仏
教
映
画
の
タ
ベ
等

も
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
六
月
十
五
日
午
後
一
時
よ
り
、
全
山
会
議
室

に
お
い
て
組
織
専
門
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
次

の
事
項
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
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一
、
今
年
十
月
に
文
化
庁
主
催
で
行
な
わ
れ

る
昭
和
五
十
三
年
度
包
括
宗
教
法
人
等
管
理
者

研
究
協
議
会
の
、
全
仏
の
発
墨
者
、
司
会
者
、

助
言
者
な
ど
の
人
選
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　
一
、
宗
教
保
育
所
の
諸
問
題
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
。

　
一
、
第
二
十
五
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
埼
玉

大
会
の
議
案
処
理
、
宗
派
代
表
者
懇
談
会
、
県

仏
代
表
者
会
議
等
の
問
題
を
協
議
し
た
。

◇
掲
◇
示
◇
板
◇

　
　
　
べ
下
ナ
ム
難
民
救
済
中
間
報
告

▼
在
日
ベ
ト
ナ
ム
難
民
救
援
運
動
に
つ
い
て

高
等
弁
務
官
事
務
所
よ
り
次
の
よ
う
に
中
間
報

告
が
き
ま
し
た
の
で
、
御
礼
労
々
報
告
い
た
し

ま
す
。

　　　十
三悪日二総
月月月月額

三
百
九
万
八
千
六
亘
ハ
円

五
十
八
万
二
百
十
円
（
涯
じ

八
十
二
万
三
千
九
士
立
葉
（
4
1
件
）

百
四
十
万
四
千
六
百
円
（
6
9
件
）

二
十
九
万
七
百
円
（
1
1
件
）

　
　
　
伝
道
協
会
の
新
刊
カ
ー
ド

　
▼
仏
教
伝
道
協
会
で
は
、
仏
教
興
隆
の
一
端

と
し
て
「
伝
道
カ
ー
ド
」
（
釈
尊
絵
伝
絵
は
が

き
）
を
刊
行
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
た

び
新
し
く
「
腹
切
」
、
「
牧
女
の
供
養
」
の
二
枚

が
で
き
ま
し
た
。
野
生
司
香
雪
画
伯
筆
、
長
田

恒
雄
短
詩
、
一
枚
十
五
円
。
広
く
ご
利
用
下
さ

い
。　
　
　
法
律
問
題
の
弁
護
士

　
▼
全
日
本
仏
教
会
の
顧
問
弁
護
士
の
高
野
重

秋
先
生
は
毎
週
土
曜
日
に
み
え
ま
す
。
ご
用
の

方
は
全
量
へ
問
合
せ
て
下
さ
い
。
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．
し

匡イ

仏
可
　
　
　
…
事
務
総
局
録
事
（
六
月
）
…

認物
便
　
　
七
日
局
内
会
議

翻
　
八
日
蟹
甲
信
越
静
ブ
・
・
ク
会
議

全
獅
　
　
十
五
日
組
織
専
門
委
員
会

　
　
　
十
六
日
局
内
会
議

　
　
・
二
十
日
　
日
本
仏
教
文
化
会
議

　
　
二
十
七
日
千
葉
県
仏
総
会
出
席

　
　
　
　
　
長
野
県
仏
総
会
出
席

　
　
二
十
八
日
　
局
内
会
議

　
　
二
十
九
日
　
常
務
理
事
会

　
　
　
…
W
F
B
事
務
局
録
事
（
六
月
）
…

　
　
　
　
一
日
京
都
府
仏
へ

　
　
　
　
五
日
　
関
西
事
務
局
と
打
ち
合
せ
会

　
　
　
　
　
　
仏
教
墓
咀
研
究
会

　
　
　
　
六
日
救
援
委
員
会

　
　
　
十
二
日
　
委
員
長
会
議

　
　
　
　
　
業
界
三
紙
と
会
見

　
　
　
　
　
東
仏
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ム
昌
凹
委
員
会

　
　
　
十
三
日
財
界
勧
募
打
ち
合
せ
会

　
　
　
十
四
日
記
念
事
業
委
員
会

　
　
　
十
五
日
開
会
式
合
同
委
員
会

　
　
　
　
　
　
仏
教
英
語
研
究
会

　
　
　
士
ハ
日
　
W
F
B
Y
実
行
委
員
会

　
　
　
十
七
日
愛
知
県
仏
へ

　
日
　
二
十
一
日
総
務
委
員
会

　
即
　
　
仏
整
藷
研
究
会

　
7
　
二
十
三
日
　
増
上
寺
関
係
A
局
委
員
会

畔
二
士
ハ
日
仏
車
掌
究
会

嗣
二
＋
背
閉
会
式
禽
奮
会

　
　
二
十
八
日
　
局
内
会
議

　
　
　
　
昭
和
五
十
三
年
七
月
一
日
発
行

　
　
　
　
六
月
号
第
二
四
〇
号

聖
観
音
宗

金
龍
山
浅
草
寺

　
管
　
長
清
水
谷
恭
順

宗
務
総
長
壬
生
台
舜

東
京
都
台
東
区
浅
草
二
⊥
ニ
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一

〒
m
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三
（
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二
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八
一

、
…
…
…
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浅草通り五鳳会加盟店

醗
歎
鶏
關
鉦
瀦

東京都台東区寿2－10－9（地下鉄田原町駅前

電話代表（841）4965
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発
行
所
財
団
法
人

糊駒川騨叩…胴胴岬”
闘

脚卿脚幣㎜
｛

聯騨騨全
日
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東
京
本
願
寺
内
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